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お金の教育 2 

 

 

ファイナンシャル・プランナー 永野 智子 

 

「苦労して、汗水流して稼いだお金のみに価値がある。」「身体を動かさずに手に入れたお

金は悪い物。」「単なるお金儲けは不潔。」これらは以前良く言われていたフレーズです。 昔

はお金の話をするのはどこか卑しいような風潮があり、人前どころか家族間でもあまりお

金について話す機会がありませんでした。 

お金は等価値の物やサービスと交換するための道具です。お金自体に善悪があるのでは

ありませんが、使い方次第で様々な影響を及ぼします。そのため、お子様へのお金の教育

は可能な限り行うのが良いと言えます。前回のテーマは、お子様へのマネー教育を始める

きっかけや、その内容について簡単に事例をご紹介しました。今回はお小遣いを貰う頻度

や金額などをご紹介します。 

 

◆お小遣いの額や頻度はどのくらい？ 

小学生にもなると、お小遣い制を取り入れるご家庭が増えてきます。お小遣い制を導入

する際には、一体どの程度が適当な金額なのかが気になりませんか？そこで、世帯主収入

別にこどもの 1カ月当たりのお小遣い額、お小遣いを貰う頻度とその額を図表 1.2にまとめ

ました。 

図表 1：こどもの小遣い月額 

 
 出所：金融広報中央委員会「家計の金融行動に関する世論調査」（2010年）より著者作成 

 

図表 2：おこづかいのもらい方・おこづかい額 

 

出所：「子どものくらしとお金に関する調査」（2005） 
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出所：「子どものくらしとお金に関する調査」（2005）より著者作成 

 

 図表 2をご覧頂くとお分かりのように、やはり幼いお子さんへのお小遣いは、まだ 

お金の管理ができないので、尐額をときどき渡す傾向が強く見られ、年齢が上がるにつ 

れて、月に１度ある程度まとまった金額を渡す傾向にあります。 

続いて、お小遣いの使い道を見てみましょう。 

 

図表 2：おこづかいの使い方 

 

出所：「子どものくらしとお金に関する調査」（2005）より著者作成 

 

まだまだおやつに費やす金額が多いですが、年齢が上がるにつれて文具や本など、お

小遣いの用途が広がってきているのが分かります。お小遣いで賄う対象物を増やす場合

は、それに応じた金額を渡し子どもの自主性を尊重しつつも、お金の管理方法を教えま

しょう。また、小学校高学年にもなると、日常生活に係るお金の他にも習い事や塾など

にもお金がかかる時期です。定期的に渡しているお小遣い以外にも、お子様にか掛かる

お金について話したり、お父さんやお母さんが一体どのようなお仕事をしているのかを

通して家計の収支について話し合うことで、お子様にお金に関する感覚が自然と身につ

き、いずれは経済感覚が身につきやすくなります。他にも、家族で協力して節約が行え

るなどといった、二次的メリットが発生することもあります。 

  

昨今ではお金に関する情報を簡単に入手することができます。また、子ども向けに金

銭感覚を養うようなゲームも出ています。それらを使うことによって、抵抗なく、むし

ろ楽しみながらお金の知識を付ける事が可能です。また、金融庁や財務省、金融広報中

央委員会などのホームページにて子供むけのコンテンツが多く掲載されています。これ

らの内容は子供向けといえども、大人が読んでも十分読み応えのある内容です。こうい

った情報を十分活用して、お子様と一緒にお金について改めて勉強してみるのも良いの

ではないでしょうか。 


